
令和７年度取組状況報告 

 

施 策 ４ ハード・ソフト両面からのユニバーサルデザインの 
まちづくりを進める 

取組項目２ 誰もが社会参加しやすいまちをつくる 
 

 

［事業番号 34］ やさしいまちづくりを担う人材育成の推進 

 

 

１ バリアフリーに携わる技術者対象研修の開催 

 

（１）事業内容 

  利用者のニーズや整備基準のほか、ユニバーサルデザインの始点からの配慮

についての理解を深められるよう、設計や施工等に携わる事業者向け研修を実

施する。 

  区職員に対して、バリアフリーへの理解を深め、必要な知識や技術を習得す

るため、職員向け研修を実施する。 

 

（２）令和 10年度末目標 

・バリアフリーに携わる技術者対象研修の開催 32回（累計） 

・合理的配慮の理解促進 

   

（３） 令和７年度の取組 

・事業者向け研修の開催 ２回 

  ・職員向け研修の開催  １回 

   

 研 修 内容 

１ 
民間事業者向け研修

（基礎編）  

・ユニバーサルデザインと合理的配慮（講演） 

・視覚障害や聴覚障害のある方、子育て中の方等からの

お話 

・当事者の方の日常の一部を体験 

・グループワーク 

２ 
民間事業者向け研修

（応用編）  

・バリアフリー改修の考え方とポイント 

・事例紹介、店舗見学 

３ 区職員向け研修 

・ユニバーサルデザインとバリアフリーの基礎知識 

・車いす使用者に配慮した整備のポイント 

・車いす使用者からのお話・質疑応答 

・車いす体験（傾斜路、通路、トイレ等） 
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（４） 受講後のアンケート結果（自由意見。一部抜粋） 

① 民間事業者向け研修（基礎編） 

・これまで見ていなかった視点で物事を見ることができ、たいへんよかった。 

・車いす使用者と一緒になった際に、どんな声がけや対応がよいのか、実際

のエレベーターを使って体験した。何をどのようにするのが良いのか学べ

て、とても良い機会となった。 

② 民間事業者向け研修（応用編）  

・バリアフリーのポイントがわかって良かった。 

・実店舗の見学が、勉強になった。 

・バリアフリーについて既に知見が凝縮された指針があること、それに沿っ

た改修なども支援体制があることを知ることができた。 

③ 区職員向け研修 

 ・講義、体験、当事者講師と、色々な視点から話を聞き体験することでの気づ

きが多かった。 

 ・法令等で定められている仕様と当事者の感じることは必ずしも一致すると

は限らないと感じた。 

 

（５）令和８年度の取組（予定） 

・区民・事業者・施工者向け研修（２回開催） 

・職員向け研修の実施（１回開催） 

 

 

２ その他の取組 

  つながるカレッジ（福祉分野） 

  「地域福祉を担う人材の育成」と「育成した人材を活かす仕組みづくり」を

目標に、地域福祉を学ぶ場として講座を開催。 

     

令和７年度受講者数 講座内容 

23人 

・福祉に関わる区の施策（高齢・障害・児童等） 

・手輪でのコミュニケーション 

・終末期の生活            など 

    ※講座以外に福祉施設等の見学や児童福祉、高齢福祉等の活動を行う

ボランティア団体が出展するマッチングイベントへの参加の回あり 
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